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支えてくれた人への感謝とともに
「南富良野小学校　卒業証書授与式」

（３月１９日）
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町
で
は
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
町
民
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
「
協
働
と
共

創
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
南
富
良
野
町

で
は
、
住
民
が
自
主
的
に
組
織
す
る
自

治
会
活
動
を
支
援
・
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
南
富
良
野
町
自
治
会
活
動

推
進
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
と
の
協
働
を
進
め
る
う
え
で
、

最
も
身
近
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

「
町
内
会
」
で
す
。
町
内
会
は
、
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
や
助
け
合
い
の
基

盤
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
町
民
と
行
政

を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

　
各
地
区
の
町
内
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
工
夫
を
凝
ら
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
課
題

は
多
様
化
し
て
お
り
、
町
内
会
で
は
防

災
活
動
や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
見
守
り

と
い
っ
た
防
犯
対
策
に
加
え
、
世
代
を

超
え
た
交
流
を
促
す
居
場
所
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
顔
の
見
え
る
関

係
を
築
き
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

絆
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
身

を
守
る
「
自
助
」
に
加
え
、地
域
の
人
々

が
協
力
し
合
う
「
共
助
」
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
防
災
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
町
内
会
は
、
身
近
な
地
域
で

「
共
助
」
を
実
践
す
る
重
要
な
存
在
で

す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
全
国
的
に
地
域
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
町
内
会
役
員
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
次
世
代
を
担
う
人

材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
将
来
に
わ
た
り
維

持
し
て
い
く
た
め
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
あ
た
た
か
さ
や
支
え
合
い
の

心
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
町
内
会
活
動
へ
の
参
加
と
い
う
一

歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あなたの参加が、まちの力になるあなたの参加が、まちの力になる‼‼

新しく住み始めた人にも、町内会新しく住み始めた人にも、町内会
Ｑ
１
・
町
内
会
と
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

持
つ
団
体
で
す
か
。

－

町
内
会
は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
環
境
整
備
や
防

災
・
防
犯
活
動
、
行
事
の
運
営
な
ど
を
行

う
住
民
組
織
で
す
。
行
政
と
地
域
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
日
常

生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
要
望
を
共
有

し
、
解
決
に
つ
な
げ
る
大
切
な
存
在
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
・
普
段
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

－

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
防
災
訓

練
の
実
施
、
回
覧
板
に
よ
る
情
報
共
有
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
行
事

や
交
流
会
を
通
し
て
、
住
民
同
士
の
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
３
・
町
内
会
に
加
入
す
る
と
、
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

－

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
い
ざ
と
い
う
時

に
助
け
合
え
る
「
つ
な
が
り
」
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
災
害
時
や
緊
急
時
に
は
、
日

頃
か
ら
顔
を
知
っ
て
い
る
関
係
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
情
報
が

早
く
届
き
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
支
援
や
取

り
組
み
に
参
加
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
４
・
防
災
や
防
犯
の
面
で
、
町
内
会
は

ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
か
。

－

防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
全
体

の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。
特
に
災
害
時

は
、
町
内
会
を
単
位
と
し
た
安
否
確
認
や

支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
８

月
の
災
害
時
も
町
内
会
の
ご
近
所
ご
近
所

同
士
で
助
け
合
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の

備
え
が
、
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
５
・
町
内
会
活
動
を
通
し
て
「
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
瞬
間
は
ど
ん

な
時
で
す
か
。

－

住
民
同
士
が
声
を
掛
け
合
い
、
助
け
合
っ

て
い
る
姿
を
見
た
と
き
で
す
ね
。
役
員
に

な
っ
て
か
ら
は
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
顔

な
じ
み
が
増
え
ま
し
た
。
地
域
の
つ
な
が

り
は
、
何
よ
り
の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
６
・
こ
れ
か
ら
の
町
内
会
を
、
ど
の
よ

う
な
存
在
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

－

行
政
と
と
も
に
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い

で
す
。
ま
た
、
誰
も
が
気
軽
に
関
わ
れ
て
、

「
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
町
内
会
を
目
指
し
た
い
で
す
。
若
い

世
代
や
新
し
く
転
入
さ
れ
た
方
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、
時
代
に
合
っ
た
町
内

会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Ｑ
７
・
町
内
会
加
入
を
検
討
し
て
い
る
方

へ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

－

町
内
会
は
特
別
な
人
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と

り
が
支
え
合
う
た
め
の
場
で
す
。
無
理
の

な
い
形
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、

町
内
会
活
動
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

★
町
内
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
内
会
は
、
地
域
の
見
守
り
や
防
災
、

行
事
の
開
催
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
を

支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
、
安
心
・

安
全
な
地
域
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
加
入
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
企
画
課
広
報
統
計
係
（
☎
５
２
‐

２
１
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

幾
寅
地
区
連
合
町
内
会
長

幾
寅
地
区
連
合
町
内
会
長

幾
寅
西
町
町
内
会
長

幾
寅
西
町
町
内
会
長

西
山

　
雅
明

　
さ
ん

西
山

　
雅
明

　
さ
ん

町
内
会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た

町
内
会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た

「
み
ん
な
で
支
え
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
」

「
み
ん
な
で
支
え
る
、
住
み
よ
い
ま
ち
」

町内会の主な活動

　ごみステーショ

ンの管理や清掃活

動、環境美化への

取り組みなど、快

適な生活環境を保

つ た め の 活 動 を

行っています。

安心な暮らしを地域みんなで守る 生活環境の維持・美化

　防災訓練の実施

や安否確認、避難

時の声かけなど、

災害時に地域で協

力し合う「共助」

を担う重要な役割

があります。
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今年度のまちづくり予算の概要
　令和８年度の一般会計予算額は 39 億 1,602 万 3 千円〔前年度より 12 億 6,972 万 3 千円（24.5％）の減〕、

４特別会計の合計は 7 億 5,121 万 3 千円〔前年度より 2,251 万 5 千円（2.9%）の減〕、簡易水道事業会計

は 2 億 5,522 万 1 千円〔前年度より 5,422 万 8 千円（17.5%）の減〕、公共下水道事業会計は 2 億 1,754 万

円〔前年度より 8,472 万 7 千円（28.0%）の減〕となり、総額は前年度より 14 億 3,119 万 3 千円（21.8%）

減少の 51 億 3,999 万 7 千円となりました。

　一般会計が大幅に減少した理由は、財政的な大型事業を盛り込んでいない骨格予算となっていること

によります。

　特別会計においては、国民健康保険事業は納付金の減少、後期高齢者医療事業は納付金の増加、介護

保険事業は保険給付費が減少、町立診療所事業は一般管理費の減少により前年度を下回る予算規模となっ

ております。

　また、公営企業会計においては、簡易水道事業では骨格予算に伴い幾寅地区機械計装設備更新事業の

減により資本的支出が減少し、前年度を下回る予算規模、公共下水道事業につきましても骨格予算に伴

い南富良野浄化センター外更新事業の減により資本的支出が減少したことから前年度を下回る予算規模

となり、予算計上予算総額は前年度を下回る予算規模となりました。

会 計 名会 計 名 予 算 額予 算 額 前年度からの増減額前年度からの増減額 増 減 率増 減 率

一 般 会 計 39 億 1,602 万 3 千円 △ 12 億 6,972 万 3 千円 △ 24.5％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 2 億 9,291 万 5 千円 △ 103 万 2 千円 △ 0.4％

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 6,342 万 2 千円 1,608 万 3 千円 34.0％

介 護 保 険 特 別 会 計 2 億 9,946 万 0 千円 △ 1,996 万 2 千円 △ 6.2％

町 立 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,541 万 6 千円 △ 1,760 万 4 千円 △ 15.6％

公
営
企
業会計

簡 易 水 道 事 業 会 計 2 億 5,522 万 1 千円 △ 5,422 万 8 千円 △ 17.5％

公 共 下 水 道 事 業 会 計 2 億 1,754 万 0 千円 △ 8,472 万 7 千円 △ 28.0％

全 会 計 の 総 額全 会 計 の 総 額 51 億 3,999 万 7 千円51 億 3,999 万 7 千円 △ 14 億 3,119 万 3 千円△ 14 億 3,119 万 3 千円 △ 21.8％△ 21.8％

主 な 使 い 道
●ひ熊及び鹿捕獲奨励金

●金山小果樹農園管理費

●電気牧柵管理業務委託事業

●串内草地牧場運営費負担金

●水源林整備事業

●町有林整備事業

●商工振興事業補助金

●町融資利子補給金・保証料補給金

●かなやま湖湖水まつり開催費負

　担金

●各観光施設運営費

●各種住民健診・予防接種事業

●広域救急医療対策事業分担金

●すこやか子ども医療費助成費

●産後ケア事業

●出産・子育て応援支援金

●社会福祉協議会補助金

●居宅介護サービス事業補助金

●保育所・子育て支援センター運

　営費

●在宅福祉事業

●小・中学校スクールバス運行事業

●学校給食費助成事業

●高等学校就学支援補助金

●高等学校学生寮管理費

●学校給食センター運営費負担金

●沖縄県本部町親善交流事業

●体育施設管理運営費

●交通安全・防犯・防災関係対策費

●消防運営費負担金

●公営住宅維持管理経費

●町道維持補修費

●町道除排雪経費

●ごみ処理事業

●富良野衛生センター運営費負担金

●町営バス運行事業

●デマンドバス運行事業

●広報紙制作費

●情報通信基盤施設維持管理経費

●行政事務協力交付金

●まちづくり地域活性化交付金

●地域おこし協力隊活用推進事業

●職員給与費

●議会運営費

●ネットワーク基盤構築業務委託

　事業

●行政事務関連経費

●イトウ保護調査研究事業

●借入金の返済経費

歳　入 歳　出

総務費

　8 億 6,376 万 0 千円

　　　　　　（22.0％）

職員費

　6 億 6,450 万 9 千円

　　　　　　（17.0％）

公債費

　5 億 8,586 万 9 千円

　　　　　　（15.0％）

民生費

　5 億 4,117 万 7 千円

　　　　　　（13.8％）

教育費

　4 億 2,688 万 3 千円

　　　　　　（10.9％）

予 備 費 　500 万 0 千円

（0.1％）
労 働 費 　155 万 7 千円

消 防 費 　34 万 6 千円

諸 支 出 金 　2 千円

議 会 費 　3,928万 6千円（1.0％）

農林産業費

　1 億 85 万 9 千円（2.6％）

商工費

　1 億 9,819 万 9 千円（5.1％）

土木費

　2 億 1,529 万 1 千円（5.5％）

衛生費

　2 億 7,328 万 5 千円（7.0％）

地方交付税

　25 億 5,569 万 6 千円

　　　　　　（65.3％）

町税

　2 億 9,833 万 7 千円

　　　　　　（7.6％）

寄　　 附　　 金 7,900 万 0 千円（2.0％）

繰 入 金 7,768 万 8 千円（2.0％）

地方消費税交付金 6,540 万 0 千円（1.7％）

財　産　収　入 3,869 万 1 千円（1.0％）

繰　　 越　　 金 2,500 万 0 千円（0.6％）

分担金及び負担金 2,320 万 3 千円（0.6％）

そ　　 の　　 他 2,239 万 7 千円（0.5％）

地方譲与税

　7,935 万 2 千円（2.0％）

道支出金

　9,991 万 1 千円（2.6％）

国庫支出金

　1 億 595 万 6 千円（2.7％）

諸収入

　1 億 942 万 8 千円（2.8％）

使用料及び手数料

　1 億 2,506 万 4 千円（3.2％）

町債

　2 億 1,090 万 0 千円（5.4％）

令和８年度　予算のあらまし令和８年度　予算のあらまし
一般会計予算額 39 億 1,602 万 3 千円一般会計予算額 39 億 1,602 万 3 千円
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年度別予算規模の推移（一般会計の当初予算額）

依存型の財源構造

　歳入のうち、町税や使用料・手数料などの自主財源の割合が低く、地方交付税や補助金など国や道か

ら交付される財源に大きく依存しています。

　このため、国や道の財政事情や制度改正などにより、町の財政運営が大きく影響を受けることになり

ます。

　令和８年度は地方交付税の減額が予想されることから、基金を取り崩しての予算編成となります。

地方交付税の推移

自主財源

　7 億 7,641 万 1 千円

　　　　　　　  （19.8％）

●町税

●使用料及び手数料

●財産収入　など

依存財源

　31 億 3,961 万 2 千円

　　　　　　　  （80.2％）

●地方交付税

●地方譲与税

●国・道支出金　など

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

3434
億
３
千
９
２
６
万
６
千
円

億
３
千
９
２
６
万
６
千
円

3838
億
９
千
５
３
５
万
０
千
円

億
９
千
５
３
５
万
０
千
円

3939
億
２
千
１
８
４
万
１
千
円

億
２
千
１
８
４
万
１
千
円

4040
億
３
千
８
１
７
万
１
千
円

億
３
千
８
１
７
万
１
千
円

3636
億
４
千
０
５
４
万
０
千
円

億
４
千
０
５
４
万
０
千
円

4444
億
０
千
７
９
１
万
６
千
円

億
０
千
７
９
１
万
６
千
円

3535
億
７
千
１
０
８
万
０
千
円

億
７
千
１
０
８
万
０
千
円

4848
億
１
千
６
２
５
万
０
千
円

億
１
千
６
２
５
万
０
千
円

5050
億
４
千
４
０
０
万
０
千
円

億
４
千
４
０
０
万
０
千
円

5151
億
８
千
５
７
４
万
６
千
円

億
８
千
５
７
４
万
６
千
円

3939
億
１
千
６
０
２
万
３
千
円

億
１
千
６
０
２
万
３
千
円

10 億円

20 億円

30 億円

40 億円

50 億円

60 億円

　歳入予算の６割を占める地方交付税は、全国画一の算定方法で算出される「普通交付税」と各市町村

の特殊事情や災害発生などにより算定される「特別交付税」とに区分して交付されています。

　これら地方交付税のうち普通交付税については、物価高騰や人件費の上昇分への対応分等が計上され

ており、令和５年度から令和７年度までは微増傾向にありますが町の厳しい財政運営に変わりはありま

せん。

地方交付税と臨時財政対策債の推移 　　普通交付税　　　　特別交付税　　　　臨時財政対策債

 5 億円

10 億円

15 億円

20 億円

25 億円

30 億円

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

（単位：千円）

年　度年　度 28 年度28 年度 29 年度29 年度 30 年度30 年度 元年度元年度 ２年度２年度 ３年度３年度 ４年度４年度 ５年度５年度 ６年度６年度 ７年度７年度 ８年度８年度

普 通 交 付 税 2,413,285 2,280,884 2,283,387 2,346,415 2,407,926 2,502,194 2,458,648 2,441,324 2,473,009 2,420,792 2,325,696

特 別 交 付 税 244,846 238,348 230,502 212,867 207,004 230,488 234,471 224,836 223,000 223,000 230,000

臨時財政対策債 105,506 102,435 100,242 75,475 70,933 87,331 21,970 9,921 4,713 0 0

計 2,763,637 2,621,667 2,614,131 2,634,757 2,685,863 2,820,013 2,715,089 2,676,081 2,700,722 2,643,792 2,555,696

（注） 令和 7 年度までは実績額（ただし、7 年度の特別交付税は予算計上額）8 年度は予算額
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２
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、

妹
背
牛
町
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で「
第

19
回
北
海
道
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
道
内
各
地

か
ら
強
豪
20
ペ
ア
が
出
場
す
る
中
、

町
内
出
身
の
森
・
阿
部
ペ
ア
が
健
闘

し
、
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

森
夢
香
さ
ん
は
札
幌
国
際
大
学
２

年
生
、
阿
部
悠
翔
さ
ん
は
南
富
良
野

高
等
学
校
２
年
生
で
ペ
ア
結
成
４
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

離
れ
た
環
境
や
学
業
な
ど
で
揃
っ

て
練
習
で
き
る
時
間
が
限
ら
れ
る
中

で
も
、
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
で
勝
ち

進
み
、
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

３
位
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
２
人
は

「
上
位
２
チ
ー
ム
が
出
場
で
き
る
全
国

大
会
を
逃
し
た
こ
と
は
悔
し
か
っ
た

で
す
が
、
２
人
で
協
力
し
て
戦
え
た

こ
と
が
、
次
へ
の
自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
一

方
で
、「
こ
の
結
果
に
満
足
は
し
て
い

ま
せ
ん
」
と
、
さ
ら
な
る
成
長
へ
の

強
い
意
欲
も
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

今
大
会
を
も
っ
て
今
シ
ー
ズ
ン
の

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
は
一
旦
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
２
人
の
挑
戦
は
続
き

ま
す
。
次
こ
そ
は
全
国
大
会
出
場
を

目
標
に
、
町
内
出
身
ペ
ア
は
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

カ
ー
リ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権

森
・
阿
部
ペ
ア
が
道
大
会
で
３
位
入
賞

３位入賞を果たした３位入賞を果たした
森（右）・阿部（左）ペア森（右）・阿部（左）ペア

２人の挑戦はまだまだ続きます２人の挑戦はまだまだ続きます

長
年
の
隊
務
協
力
に
感
謝

酒
井
議
長
に
感
謝
状
贈
呈

　

町
議
会
議
長 
酒
井
年
夫 

氏
が
、
平
成
29
年
３
月

の
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
南
富
良
野
支
部
設

立
以
来
、
同
支
部
理
事
と
し
て
隊
務
運
営
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
陸
上
自
衛
隊
上
富

良
野
駐
屯
地 

滝
口
和
男 
第
14
施
設
群
長
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
議
長
は
、
南
富
良
野
支
部
理
事
と
し
て
、

地
域
と
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
各
種

行
事
や
支
部
活
動
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
感
謝
状
は
、
こ
れ
ま
で
の
長

年
に
わ
た
る
継
続
的
な
協
力
と
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
酒
井
議
長
は
、「
こ
の

よ
う
な
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
の
活
動
で
し

た
。
今
後
も
地
域

と
自
衛
隊
と
の
架

け
橋
と
し
て
、
微

力
な
が
ら
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

南
富
良
小
学
校
６
年
生
の
小
柴

美
空
さ
ん
と
、
南
富
良
野
中
学
校

１
年
生
の
小
林
慶
大
さ
ん
が
、
３
月

24
日
か
ら
上
士
幌
町
で
開
催
さ
れ
た

「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

２
０
２
６
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
選
手
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ

た
各
選
考
レ
ー
ス
に
お
い
て
好
成
績

を
収
め
、
獲
得
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
大

会
出
場
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の

成
果
が
実
を
結
び
、
全
国
大
会
へ
の

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
実
力
あ
る
選
手
が
集
う

本
大
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
に
と
っ

て
大
き
な
舞
台
と
な
り
ま
す
。
大
舞

台
で
の
経
験
は
、
今
後
の
競
技
力
向

上
に
向
け
た
貴
重
な
一
歩
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
12
日
に
は
鈴
木
教
育
長
に
出

場
の
報
告
を
行
い
、小
林
さ
ん
は
「
応

援
し
て
く
れ
る
方
の
期
待
に
応
え
た

い
。
北
海
道
代
表
を
胸
に
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
た
い
」、
小
柴
さ
ん
は
「
支
え

て
く
れ
る
人
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
結
果
で
恩
返
し
を
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
挑
戦

ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
に
出
場

小柴美空さん（左）・小林慶大さん（右）小柴美空さん（左）・小林慶大さん（右）

南
富
フ
ー
ズ
株
式
会
社
が

北
海
道
知
事
感
謝
状
を
受
賞

　

南
富
フ
ー
ズ
株
式
会
社
（
糠
谷
雄
次 

代
表
取
締

役
）
が
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
関
す
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、北
海
道
知
事
感
謝
状（
エ
ゾ
シ
カ
対
策
功
労
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
19
年
の
設
立
以
来
、
エ
ゾ
シ
カ

を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
を
続
け
、

食
肉
加
工
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
生
産
を
通
じ
て
、
エ

ゾ
シ
カ
肉
の
普
及
と
有
効
活
用
に
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
捕
獲
事
業
へ
の
協
力
や
鳥
獣
被
害
対
策

へ
の
参
画
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
糠
谷
社
長
は
、「
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
普
及

拡
大
に
は
、
ま
だ
ま
だ
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
エ
ゾ
シ
カ

肉
に
加
え
て
、
熊

肉
の
販
売
を
展
開

し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も

有
効
活
用
事
業
に

取
り
組
ん
で
参
り

た
い
で
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

滝口第 14 施設群長 ( 左 ) と酒井議長 ( 右 )滝口第 14 施設群長 ( 左 ) と酒井議長 ( 右 )

上川総合振興局 菱沼部長 ( 左 )・岩渕副町長 ( 右 )上川総合振興局 菱沼部長 ( 左 )・岩渕副町長 ( 右 )
糠谷社長 ( 中央 )糠谷社長 ( 中央 )

鈴木教育長に出場報告しました鈴木教育長に出場報告しました

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

故 

大
宮
光
明 

氏
が
特
別
叙
勲
を
受
章

　

永
年
に
わ
た
り
町
の
行
政
運
営
に
携
わ
り
、
地
方
自
治
の

発
展
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

故　

大
宮
光
明 

氏
が
特
別
叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
３
月
18
日
に
、
髙
橋
町
長
か
ら
奥
様
の
愛
子
さ
ん

へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
宮 

氏
は
、
昭
和
43
年
に
町
役
場
に
奉
職
さ
れ
、
出
納
室

長
や
企
画
商
工
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
16
年
に
教
育
長
、

平
成
17
年
に
助
役
、
平
成
19
年
か
ら
は
副
町
長
と
し
て
２
期
８

年
に
わ
た
り
町
政
運
営
の
中
枢
を
担
い
ま
し
た
。
地
方
分
権
改

革
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
効
率

的
な
行
政
運
営
の
実
現
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備
や
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消
な
ど
、

生
活
基
盤
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
学
校
施
設
の
整
備
や

教
育
活
動
の
推
進
な
ど
、
多

方
面
で
町
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
う
し

た
永
年
の
功
績
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
伝
達
式

で
奥
様
の
愛
子
さ
ん
は
、「
受

章
に
際
し
て
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
本
人
も
喜
ん
で
く
れ

て
る
と
思
い
ま
す
」
と
故
人

を
偲
び
な
が
ら
お
礼
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

奥様の大宮愛子さん奥様の大宮愛子さん
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町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

　　
  

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

　　

令
和
８
年
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
回
定
例
会

令
和
８
年
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
、
髙
橋
町
長
が
２
件
の
行
政
報
告
と
鈴
木
教
育
長

に
お
い
て
、
髙
橋
町
長
が
２
件
の
行
政
報
告
と
鈴
木
教
育
長

が
２
件
の
教
育
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ

が
２
件
の
教
育
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業 

　

富
良
野
南
富
地
区
に
つ
い
て

　

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
富
良
野
市
山
部
地

区
と
本
町
下
金
山
地
区
の
１
，

９
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
に

農
地
の
区
画
整
理
に
取
り
組
む

も
の
で
、
国
営
事
業
に
よ
り
地

区
内
を
一
体
的
に
整
備
す
る
た

め
、
平
成
29
年
12
月
18
日
に
空

知
川
上
流
土
地
改
良
区
よ
り
事

業
実
施
に
向
け
た
要
望
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
旭
川
開
発
建
設
部
、

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
、
空
知
川
上
流
土

地
改
良
区
、
富
良
野
市
及
び
南

富
良
野
町
の
関
係
者
に
よ
り
令

和
３
年
３
月
８
日
に
「
国
営
事

業
富
良
野
南
富
地
区
事
業
本
部

促
進
期
成
会
」
を
設
立
し
、
事

業
の
整
備
内
容
や
地
区
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
、
事
業
要
望

活
動
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、

令
和
８
年
度
北
海
道
開
発
予
算

案
に
富
良
野
南
富
地
区
事
業
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
下
金
山
地
区
の
受
益
農

業
者
数
は
18
戸
、
受
益
面
積
は

２
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
田
寄

せ
、
畑
寄
せ
に
よ
る
土
地
利
用

の
再
編
整
備
や
暗
渠
、
除
礫
工

な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
、

標
準
区
画
と
し
て
、
田
で
は
０
．

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
１
．
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
で
は
０
．
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
７
．
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
基
準
と
し
、
ほ
場
の

大
区
画
化
を
進
め
、
事
業
期
間

は
概
ね
15
年
間
、
総
事
業
費
約

71
億
４
７
０
０
万
円
で
自
治
体

負
担
４
％
、
受
益
者
負
担
２
．

７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ

の
事
業
に
よ
り
農
地
の
集
積
、

区
画
の
大
規
模
化
が
進
め
ら
れ
、

高
収
益
作
物
の
導
入
や
排
水
対

策
に
よ
る
収
益
の
向
上
、
大
型

農
業
機
械
や
ス
マ
ー
ト
農
業
導

入
に
よ
る
農
作
業
の
効
率
化
・

省
力
化
、
持
続
的
で
安
定
し
た

農
業
経
営
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
関
係
機

関
及
び
農
業
者
と
連
携
し
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
国
設
南
富
良
野
ス
キ
ー
場
第

　

２
リ
フ
ト
の
運
行
中
止
に
つ

　
い
て

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
南
富
良
野
ス

キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

し
た
が
、
降
雨
に
よ
る
融
雪
の

影
響
に
よ
り
翌
21
日
か
ら
一
時

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
年
１
月
６
日
に
再

オ
ー
プ
ン
し
、
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
多
く
の
お
客
様
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
去
る
１
月
27

日
、
第
２
リ
フ
ト
第
10
号
支
柱

に
お
い
て
、
索
条
（
ワ
イ
ヤ
ー
）

の
脱
索
が
発
生
し
直
ち
に
リ
フ

ト
の
運
行
を
停
止
し
、
索
条
の

復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
索
道
設
備
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
が
現
在
の
と
こ
ろ
脱
索
の
原

因
は
特
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

第
２
リ
フ
ト
は
運
行
開
始
か

ら
45
年
が
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
著
し
く
、
再
度
、
脱
索

発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か

ら
、
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先

と
し
今
シ
ー
ズ
ン
の
第
２
リ
フ

ト
の
運
行
を
中
止
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
第
１
リ
フ
ト
の
み
で

ス
キ
ー
場
の
営
業
を
継
続
し
て

お
り
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
リ
フ
ト
の
更
新
に
つ

き
ま
し
て
は
、
議
会
や
ス
キ
ー

場
利
用
者
な
ど
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

行
政
報
告

産
業
課
関
連

企
画
課
関
連

国設南ふらのスキー場国設南ふらのスキー場

■
本
部
町
親
善
交
流
事
業
（
冬

　

の
北
海
道
体
験
の
翼
）
に
つ

　
い
て

　

１
月
26
日
か
ら
１
月
30
日
に

か
け
て
、
本
部
町
親
善
交
流
事

業
（
冬
の
北
海
道
体
験
の
翼
）

を
実
施
し
、
本
部
町
よ
り
児
童

16
名
、
随
行
６
名
の
計
22
名
が

本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

夕
食
歓
迎
会
は
、
大
雪
の
影
響

に
よ
り
利
用
予
定
便
が
欠
航
し
、

振
替
便
の
到
着
地
が
、
と
か
ち

帯
広
空
港
と
な
っ
た
こ
と
で
到

着
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
や

む
を
得
ず
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
一
行
は
、
と
か

ち
帯
広
空
港
に
降
り
立
っ
た
後
、

初
日
の
午
後
10
時
過
ぎ
に
マ
リ

オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し

た
。

　

２
日
目
以
降
の
行
程
は
予
定

ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

学
校
で
の
交
流
学
習
を
は
じ
め
、

わ
か
さ
ぎ
釣
り
や
ス
キ
ー
、カ
ー

リ
ン
グ
な
ど
、
冬
の
北
海
道
な

ら
で
は
の
体
験
を
通
じ
て
、
参

加
児
童
の
皆
さ
ん
に
貴
重
な
体

験
と
心
に
残
る
思
い
出
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
各
家
庭
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
北

海
道
の
生
活
習
慣
や
風
土
な
ど
、

沖
縄
と
の
違
い
も
経
験
い
た
し

ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
交
流
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
、
個
人
的
な
交
流

も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
い
も
団
子
」
な
ど

の
郷
土
料
理
や
ス
キ
ー
体
験
で

の
昼
食
と
し
て
「
鹿
肉
カ
レ
ー
」

の
提
供
に
幾
寅
婦
人
会
の
皆
さ

ん
、
ス
キ
ー
体
験
の
指
導
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
南
富
良
野

ス
キ
ー
指
導
員
会
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
例
年
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

■
南
富
良
野
高
等
学
校
の
事
務

　
事
業
等
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
南
富
良
野
高
等

学
校
へ
の
出
願
に
つ
き
ま
し
て

は
、
募
集
人
員
40
名
に
対
し
22

名
と
な
り
、
内
訳
で
は
地
元
南

富
良
野
中
学
校
か
ら
４
名
、
富

良
野
沿
線
か
ら
７
名
、
旭
川
市

や
札
幌
市
及
び
近
郊
か
ら
７
名
、

そ
の
他
地
域
か
ら
４
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
定
ど
お
り
３
月
１
日
に
開
催

し
、
来
賓
や
保
護
者
、
在
校
生

な
ど
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
卒

業
生
12
名
の
門
出
を
お
祝
い
い

た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
進
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
進
学
は
９
名
で
、
国
立

大
学
に
１
名
、
公
立
大
学
に
１

名
、
４
年
制
私
立
大
学
に
４
名
、

専
門
学
校
に
３
名
が
合
格
い
た

し
ま
し
た
。
就
職
は
１
名
で
道

内
の
民
間
企
業
に
内
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

部
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

カ
ー
リ
ン
グ
部
が
12
月
５
日
か

ら
７
日
ま
で
北
見
市
常
呂
町
で

開
催
さ
れ
た
全
道
高
等
学
校

カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
男

女
各
１
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
出

場
し
ま
し
た
。
結
果
は
男
子
・

女
子
チ
ー
ム
と
も
に
予
選
リ
ー

グ
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
粘
り
強
く
最
終
シ
ョ
ッ

ト
ま
で
勝
敗
が
分
か
ら
な
い
白

熱
し
た
試
合
も
経
験
し
、
男
女

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

つ
な
が
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好

会
で
は
、
町
内
で
捕
ら
え
ら
れ

た
鹿
の
角
を
使
用
し
た
魚
釣
り

用
の
「
タ
モ
」
を
製
作
し
、
南

富
良
野
町
振
興
公
社
を
通
じ
て
、

道
の
駅
南
ふ
ら
の
で
販
売
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
イ
ト
ウ
の
保

全
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
、
２
月
５
日
「
ソ
ラ
プ
チ
・

イ
ト
ウ
の
会
」
へ
、
売
上
金
の

一
部
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
で
は
、

こ
の
活
動
を
通
じ
て
引
き
続
き
、

イ
ト
ウ
の
保
全
と
と
も
に
町
の

活
性
化
に
繋
げ
る
活
動
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
報
告

カーリング体験の様子カーリング体験の様子

売り上げの一部を寄附した売り上げの一部を寄附した
ボランティア同好会と三枝会長ボランティア同好会と三枝会長



1313 広報みなみふらの No.841 1212広報みなみふらの 2026.4

　３月１日の南富良野高等学校の卒業式を皮切りに、町内の小中学校において卒業式が執り行われました。
　式典には、保護者や教職員をはじめ、多くの来賓が出席し、卒業生一人ひとりの門出を温かく見守りま
した。当日は、各学校長から合わせて 36 名の児童・生徒に卒業証書が手渡され、会場は厳粛な中にも感動
的な雰囲気に包まれました。
　卒業生たちは、友人や先生との思い出が詰まった学び舎に別れを告げ、それぞれ新たな一歩を踏み出し
ました。

南富良野高等学校 第７４回卒業証書授与式　卒業生１２名（３月１日）

南富良野中学校 第２１回卒業証書授与式　卒業生７名（３月１２日）

南富良野小学校 第１２回卒業証書授与式　卒業生１３名（３月１９日）

南富良野西小学校 第１０回卒業証書授与式　卒業生４名（３月１９日）

学び舎に別れを告げ、新たなステージへ



1515 広報みなみふらの No.841 1414広報みなみふらの 2026.4

　「南富良野町イトウ保護管理条例」に基づき、南富良野町イトウ保護管理審議会（江戸 謙顕 委員長）が
3 月 19 日に開催され、イトウ保護区の指定などについて審議を行い、髙橋町長に意見書が提出されました。
　町では、審議会の意見を踏まえて、採捕自粛を求めるイトウ保護区の設定について決定しましたので、
その内容についてお知らせします。

　１．イトウの産卵期における保護区の指定

・保護の目的　イトウの産卵期による、イトウの保護管理を図る種の保存対策として産卵保護区を設定し採捕

　　　　　　　 （※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自粛の区域　南富良野町字落合の北落合橋より上流の空知川水系全域　【別図①の産卵保護区】

・自粛の期間　令和８年４月１５日～令和８年６月１５日まで

・自粛の対象種　全ての魚類

　２．越冬期間における越冬保護区の指定

・保護の目的　越冬期間における、イトウ個体の保護管理を図る種の保存対策として越冬保護区を設定し採捕

　　　　　　　 （※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自粛の区域　かなやま湖全域（但し、生息保護区の区域を除く）【別図②の越冬保護区】

・自粛の期間　令和８年１２月１５日～令和９年１月３１日まで

・自粛の対象種　イトウ

　 ３．周年における生息保護区の指定

・保護の目的　イトウ個体の生息を周年で保護すること及び釣り場の安全を確保することを目的として生息保

護区を設定し採捕（※ 1）の自粛をお願いいたします。

・自粛の区域　かなやま湖上を横断する、ＪＲ金山湖橋梁より下流の金山ダム堰堤に至る間で囲まれた区域。

　　　　　　　【別図③の生息保護区】

・自粛の期間　令和８年４月１５日から周年

・自粛の対象種　全ての魚類

（※ 1）採捕とは、水生動物の生きている個体の捕獲及び水生動物の生きている卵の採取をいいます。

 　４．特定移入動物の指定

・自粛要請する特定移入動物

　　イトウの資源を保護することを目的として、次の魚類を特定移入動物として指定しますので、下記の区域

　へ放つことの自粛をお願いいたします。

　　ニジマス、サクラマス（ヤマベ）、サツキマス（アマゴ）、イトウ（南富良野地域以外から持ち込まれたイトウ）

　※上記の水生動物は卵を含み、生きているものに限る。

・自粛要請する期間　令和８年４月１５日から周年

・自粛要請する区域　金山ダムより上流のかなやま湖及び町内空知川水系全域（全ての支流・分流を含む）

※　以下の生物は移植放流が禁止されています。

　①　北海道内水面漁業調整規則による

　　　ブラウントラウト・カムルチー（雷魚）・カワマス

　②　外来生物法　

　　　ウチダザリガニ・ブルーギル・オオクチバス・コクチバスなど

本町の大切な資源「イトウ」を次代に繋ぐため、
皆様のご協力をお願いします。

落　合

北落合

金　山

下金山

幾　寅

東鹿越

かなやま湖

  別図① 産卵保護区

採捕自粛区域
　太線内の河川全域
採捕自粛期間
　令和８年４月１５日～令和８年６月１５日まで

   別図② 越冬保護区

採捕自粛区域
　かなやま湖（　　 の範囲内）
採捕自粛期間
　令和８年１２月１５日～令和９年１月３１日まで

  別図③ 生息保護区

採捕自粛区域
　かなやま湖（　 　の範囲内）
採捕自粛期間
　令和８年４月１５日から周年

▲町ホームページ

今年も今年もイトウイトウのの保護区域保護区域がが指定指定されましたされました

町民や遊魚を楽しむ皆様の手で大切な資源「イトウ」を
次代に残しましょう‼

 「南富良野町イトウ保護管理条例」に関する問い合わせ先 

南富良野町教育委員会生涯学習係

電話：0167 － 52 － 2145　FAX：0167 － 52 － 3079

 Email：kyoisyougai@town.minamifurano.hokkaido.jp　

※イトウ保護管理に関する事項は、町ホームページにも随時掲載し、お知らせ

します。町ホームページ：http：//www.town.minamifurano.hokkaido.jp

https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/
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地域おこし協力隊活動記 27地域おこし協力隊活動記 27
　本町では、９名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。

新しい地域おこし協力隊　「松
まつまえ

前　秀
ひでお

雄さん」が着任されました‼
　3 月 1 日付けで「南富良野町社会福祉協議会事務局支援業務員」として、松前秀雄さんが着任されまし
たので、ご紹介します。

「南富良野町社会福祉協議会事務局支援業務員」松前　秀雄
〇出身地　長崎県島原市
〇趣　味　旅、お酒、（若いころはオートバイ、登山）
〇町民の皆さんへ
　初めまして。3 月 1 日に地域おこし協力隊として着任いたしました松前
秀雄と申します。長年民間企業で経理業務に従事しておりましたがこの度、
ご縁があり南富良野町で勤務させて頂くことになりました。北海道の地は
社会人の新人時代に 5 年連続で約半月の夏季休暇で道内をバイクで走り
回っており、いつかは住んでみたいという希望をもっておりました。
　気持ちは若く保ちつつ、自分自身の生活を楽しみながら、町の皆様のお
役に少しでも立てるよう頑張る所存です。どうぞよろしくお願いします。

  　雪
ゆ き の

野　智
ともやす

靖 隊員（観光推進業務員）

　町民の皆様、いつもお世話になっております。まちづくり観光協会の
雪野です。
　なんぷに来てから 10 か月が経ちました。この 1 年弱で自分が町にど
れだけ貢献できているのか、少しでも良い影響を与えられているのかと
不安になることもありますが、まずは目の前のことに全力で向き合い、
残り 2 か月を走り切ろうと思っています。私事ですが、この冬は趣味で
あるスキーも存分に楽しみました。仕事前にバックカントリーへ行き、
仕事後にはナイターへ向かう・・・。山に囲まれた南富良野だからこそ
できる暮らしに、改めてこの町の魅力を感じています。
　2 月には、観光協会主催のイベント「かなやま湖アイスキャンドルナ
イト」を開催しました。企画段階から当日の運営まで携わり、当日は町
内外から多くの方にお越しいただき、昨年以上のにぎわいとなりました。
観光協会は少人数の体制ですので、関係団体の皆さまや地域の方々の支
えがあってこそ成り立つイベントだと実感しています。だからこそ「観光協会にはいつも助けられてい
るから、手伝うよ」と言っていただける組織・自分でありたいと思います。
　実は、観光協会の公式 SNS は私が担当しており、週 5 回の投稿を目標に、これまで累計 250 件以上の
発信を行ってきました。ありがたいことに現在は月間アクセス数が平均 20 万人規模まで伸び、町外から
南富良野を知っていただく機会が少しずつ増えてきています。( ※町民の皆さま、ぜひフォローお願いし
ます。雪野がとても喜びます。) 投稿の内容に悩む日もありますが、「この町の魅力は何だろう」「訪れる
人は何を求めているのだろう」と考えながら、日々カメラを持って町を歩いています。最近、自分なり
にこの町の魅力は何なのか、整理できてきた気がします！
　年度が替わると、移住生活も 2 年目に入ります。「地域おこし協力隊」という名前のとおり、自分の活
動を通してどれだけの人がこの町を訪れてくれたのかを大切にしながら、これからも挑戦を続けていき
たいと思います。見かけた際はぜひ気軽に声をかけていただけるとうれしいです。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

大好きなスキーで大好きなスキーで
冬を満喫しています冬を満喫しています

このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

３年ぶりに熱戦 
 排球連盟杯町民ミニバレーボール大会 

（3 月 8 日）

　町排球連盟主催による「第 5 回排球連盟杯町民ミニバ
レーボール大会」が、町民体育館で 3 年ぶりに開催され
ました。
　当日は、6 チームが参加し、2 ブロックに分かれて予
選リーグを行った後、決勝トーナメントが行われました。
コートでは、チームワークを生かしたラリーや白熱した
プレーが次々と繰り広げられ、会場は大きな声援と熱気
に包まれました。
　久しぶりの開催とあって、参加者は仲間との再会やプ
レーを楽しみながら、真剣勝負に挑み、世代を超えた交
流の場ともなりました。

 訓練の成果をゲレンデで披露 
 第 14 施設群がスキー競技会を実施 

（3 月 8 日）

　陸上自衛隊上富良野駐屯地第 14 施設群によるスキー
競技会が、国設南ふらのスキー場で行われました。
　この競技会は、日頃の訓練で培ってきた技術や行動力
を発揮するとともに、上官自衛官が総合的に評価するこ
とを目的に実施されたものです。
　当日は、暖気の影響によりゲレンデはアイスバーンと
なり、厳しいコンディションの中での競技となりました。
参加した隊員たちは、悪戦苦闘しながらも果敢に挑み、
これまで積み重ねてきた訓練の成果を存分に発揮しまし
た。

国際交流派遣事業
 南富良野高校生が教育長を表敬訪問 

（3 月 16 日）

　国際交流派遣事業に参加する南富良野高等学校の佐藤
和音さん、草野敦さん、佐藤美七海さんが、鈴木教育長
を表敬訪問し、ニュージーランド留学に向けた抱負を述
べました。
　鈴木教育長は、「多くの人たちと交流し、さまざまな
ことを学んできてほしい。留学後には、その貴重な体験
を地域や後輩たちに還元してほしい」と激励の言葉を贈
りました。
　留学は 3 月 25 日から 4 月 5 日までの 12 日間、ニュー
ジーランドの首都ウェリントンで研修が行われます。
　生徒たちは、「日本とは異なる文化や価値観、教育環
境について学びたい」などと意欲を語っていました。
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図書室で本を借りてみませんか？図書室で本を借りてみませんか？

　　

○ ○ 場 所場 所　保健福祉センターみなくる　2 階　保健福祉センターみなくる　2 階

○ ○ 開館時間開館時間　月～金曜日　8 時 45 分～ 17 時 15 分　月～金曜日　8 時 45 分～ 17 時 15 分

　　　　　　  土日祝日 10 時 00 分～ 17 時 00 分　　　　　　  土日祝日 10 時 00 分～ 17 時 00 分

○ ○ 休 館 日休 館 日　年末年始　年末年始

○ ○ そ の 他そ の 他

　読みたい本が図書室にない場合、図書室内に設置してあるリクエストボックスに読みたい本の題名等　読みたい本が図書室にない場合、図書室内に設置してあるリクエストボックスに読みたい本の題名等

を記入し投函するか、町 HP の公民館図書館のページにあるリクエスト申込みフォームからお申込みくを記入し投函するか、町 HP の公民館図書館のページにあるリクエスト申込みフォームからお申込みく

ださい。ださい。

　また、道立図書館から借りることができます。道立図書館から借りたい本があれば教育委員会へ連絡　また、道立図書館から借りることができます。道立図書館から借りたい本があれば教育委員会へ連絡

してください。してください。

　※道立図書館の蔵書は下記 URL または「北海道立図書館」で検索し確認できます。　※道立図書館の蔵書は下記 URL または「北海道立図書館」で検索し確認できます。

　北海道立図書館 HP → https://www.library.pref.hokkaido.jp　北海道立図書館 HP → https://www.library.pref.hokkaido.jp

　図書室では史跡についても紹介しておりますので、足を運んで南富良野町の歴史についても調べてみ　図書室では史跡についても紹介しておりますので、足を運んで南富良野町の歴史についても調べてみ

てくださいねてくださいね

　　公民館図書館から新刊のご紹介公民館図書館から新刊のご紹介

「図解　城の間取り」　日本史の謎検証委員会　著「図解　城の間取り」　日本史の謎検証委員会　著

　日本の城の実態は、「間取り図」を見ればよくわかる。江戸時代の絵図や復元図を元に　日本の城の実態は、「間取り図」を見ればよくわかる。江戸時代の絵図や復元図を元に

して、各城の注目ポイントを紹介。天下人だからこそ実現できた豪華かつ堅牢な城、名して、各城の注目ポイントを紹介。天下人だからこそ実現できた豪華かつ堅牢な城、名

城に施された仕掛けの数々、合戦における城の実力、城の経済面・生活面の影響などを、城に施された仕掛けの数々、合戦における城の実力、城の経済面・生活面の影響などを、

城を俯瞰しながらやさしく解説。城に秘められた驚きの仕掛けがわかる一冊。城を俯瞰しながらやさしく解説。城に秘められた驚きの仕掛けがわかる一冊。

「腹八分目」の生物学－健康長寿の食とはなにか　小幡　史明　著「腹八分目」の生物学－健康長寿の食とはなにか　小幡　史明　著

　「腹八分目」で育てたネズミは寿命がのびる―全てはそこから始まった。長寿の鍵と　「腹八分目」で育てたネズミは寿命がのびる―全てはそこから始まった。長寿の鍵と

なる栄養素はなにか。腹八分目で老化そのものも防げるのか。そして不老長寿の薬は・・・なる栄養素はなにか。腹八分目で老化そのものも防げるのか。そして不老長寿の薬は・・・

発展著しいこのテーマを、気鋭の研究者が展望。「それでもお腹いっぱい食べたい」人々発展著しいこのテーマを、気鋭の研究者が展望。「それでもお腹いっぱい食べたい」人々

の切なる食欲にも向き合いつつ、健康長寿への飽くなき探究を描く。の切なる食欲にも向き合いつつ、健康長寿への飽くなき探究を描く。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの新刊やおすすめ本はこちらから　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまでの新刊やおすすめ本はこちらから　→

総務係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

みなくる２階
図書室へ行こう

持っていない

南
富
良
野
町
な
ら
で
は
の

冬
の
体
験
活
動

　　
南
富
良
野
小
学
校
の
冬
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　
2
月
18
日
、
5
年
生
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
「
南
富
良
野
の
冬
を

楽
し
も
う
」
の
学
習
と
し
て
、
か
な

や
ま
湖
で
わ
か
さ
ぎ
釣
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
当
日
、
氷
の
上
の
テ
ン
ト

の
中
で
、
釣
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
え
さ
の
虫
を
前
に
、「
う
わ
あ
…
」

と
手
が
止
ま
る
子
も
。
触
る
こ
と
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
自
分
で
や
っ
て

み
よ
う
と
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
な
か
な
か
釣
れ
な
い
時
間
も
あ
り

ま
し
た
が
、
釣
れ
た
人
も
釣
れ
な

か
っ
た
人
も
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

ず
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
釣
り
終

了
後
は
、
自
分
た
ち
が
釣
っ
た
わ
か

さ
ぎ
だ
け
で
な
く
、
準
備
し
て
い
た

だ
い
た
わ
か
さ
ぎ
も
一
緒
に
、
全
員

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
た
後

に
み
ん
な
で
食
べ
る
わ
か
さ
ぎ
は
格

別
で
、「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
が

広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
、
2
月
24
日
に
は
１
年

生
が
冬
の
校
外
学
習
、
６
年
生
が
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
を
ど
ん
こ
ろ
野
外

学
校
様
の
ご
協
力
の
も
と
実
施
し
ま

し
た
。

　
南
富
良
野
の
自
然
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
学
習
で
き
る

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

▶▶▶南富良野小学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
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希
望
を
胸
に
、
12
名
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　

〜
南
富
良
野
高
校 

第
74
回
卒
業
証
書

授
与
式
〜

　
南
富
良
野
高
校
第
74
回
卒
業
証
書
授

与
式
が
、
３
月
１
日
、
本
校
体
育
館
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
や
か
な
表

情
と
緊
張
の
面
持
ち
が
入
り
混
じ
る
中
、

12
名
の
卒
業
生
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
、
新

た
な
未
来
へ
と
歩
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
髙
橋
秀
樹
町
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
卒
業
生
の
門
出
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
、
在
校
生
、

教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
会
場
は
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
た
た
え
る
、
厳
粛

で
心
温
ま
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
澤
向
亮
賢
校
長
よ
り
卒
業
生
一
人
ひ
と

り
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
式

辞
で
は
、「
南
富
良
野
高
校
で
の
学
び
を

通
し
て
培
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
挑

戦
す
る
心
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
歩
ん
で
ほ
し

い
」
と
、
卒
業
生
へ
の
深
い
期
待
と
励
ま

し
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
在
校
生
を
代
表
し
て
阿
部
悠
翔
さ
ん
が

送
辞
を
述
べ
、
学
校
生
活
や
行
事
を
通
し

て
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
姿
勢
や
思
い
出
に

触
れ
な
が
ら
、
感
謝
と
激
励
の
気
持
ち
を

伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、
卒
業
生
代

表
の
秋
田
俊
也
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
、
仲

間
と
過
ご
し
た
日
々
や
数
多
く
の
経
験
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
支
え
て
く
れ
た
教
職

員
や
家
族
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
に
向
け
た
決
意
を
力
強
く
語
り

ま
し
た
。

　
本
卒
業
式
を
無
事
に
挙
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
も
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
を
温
か
く
見
守
り
、
ご
支
援
を

賜
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
す
る
す
べ
て
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ

る
も
の
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
南
富
良
野
高
校
へ
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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南富良野高等学校

個人貸出
個人カード

保健福祉課窓口で
カードを作りましょう

借りたい本を選び、本に添
付されている貸出カードに
図書貸出個人カードの個人
番号を記入して、所定の箱
に投函してください。

持っている

みなくる玄関前ポスト又は
１階ロビーの返却箱に投函
してください。

https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/all-facility/%e5%9b%b3%e6%9b%b8%e5%ae%a4/
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 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX 52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和８年１月１日～令和８年２月２８日 )
○救急出動　１９件（うちドクターヘリ要請件数 　１件）
○火災出動　　０件（うち他市町村応援出動　　 　０件）
○救助出動　　０件

🌸🌸春の全道火災予防運動が始まります！春の全道火災予防運動が始まります！

令和６年、 全国の総出火件数は、 ３７，１４１件でした。

これは平均すると１日あたり約１０１件火災が起きているこ

とになります。

火災による総死者数は、 １，４５１人で、 負傷者は、 ５,

８０５人となっています。

近年では電気機器の火災が増えています。 コンセントま

わりやモバイルバッテリーの出火が多いため、 もう一度ご

自宅の電気機器を確認してみましょう！

順　位 出荷原因 件　数

１　位 たばこ ３，０５８件

２　位 焚き火 ２，７８１件

３　位 こんろ ２，７１８件

４　位 電気機器 ２，５７７件

５　位 放火 ２，３７７件

火災の原因について

全国統一防火標語全国統一防火標語　～　　～　急ぐ日も　足止め火を止め　火の用心急ぐ日も　足止め火を止め　火の用心　～　～

　４月２０日から４月３０日の間、 春の火災予防運動を実施します。　４月２０日から４月３０日の間、 春の火災予防運動を実施します。

　南富良野支署では、 防火パレード、 町内施設の立入検査及び模擬火災訓練などを実施します。　南富良野支署では、 防火パレード、 町内施設の立入検査及び模擬火災訓練などを実施します。

★防火パレード★防火パレード

　消防車両にて町内全地区を巡回し、 防火意識の高揚を図ります。　消防車両にて町内全地区を巡回し、 防火意識の高揚を図ります。

　４月２０日１０時より一斉に開始します。　４月２０日１０時より一斉に開始します。

★防火対象物査察 （立入検査）★防火対象物査察 （立入検査）

　建物の構造や消防設備、 防火管理の状況を検査します。　建物の構造や消防設備、 防火管理の状況を検査します。

　火災予防運動期間内に実施し、 対象施設には事前にお知らせします。　火災予防運動期間内に実施し、 対象施設には事前にお知らせします。

★模擬火災訓練★模擬火災訓練

　各地区において、 火災が発生した想定でサイレンを吹鳴し放水訓練を行います。　各地区において、 火災が発生した想定でサイレンを吹鳴し放水訓練を行います。

　実施する日時は決まり次第、 チラシ等でお知らせします。　実施する日時は決まり次第、 チラシ等でお知らせします。

　

 

　いよいよ４月ですね。ご入学、進級おめでとうございます。早寝早起き、３食の食事をしっ
かり摂ることで、健康なからだづくりをし、お子さんが良いスタートを迎えられるように家
族で応援しましょう。

落合の土屋夕子さんを招いて、クラフトテープ小
物作りを体験。かわいい髪飾りができました。

　雪中運動会があり、徒競走とお菓子取りの 2 競
技を頑張りました。寒く、雪が降り続く中ではあ
りましたが、友達を応援したり、寒さに負けずに
最後まで力を振り絞り頑張る姿がたくさん見られ
ました‼心も体も温まる思い出深い行事となりま
した。

　節分の日は、朝からソワソワしている様子の子ど
も達。鬼の登場をドキドキしながら待っていました。
いざ鬼が登場すると‼保育士のエプロンをぎゅっと
つかみ、目からは涙も…。しかし鬼を退治しほっと
一安心。やっと笑顔も見られ、そんな姿も思い出か
な？とてもかわいい子ども達でした。

☆茶話会☆茶話会

☆ぷっこクラブ（豆まき会）☆ぷっこクラブ（豆まき会）

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339

☆ぷっこクラブ（運動遊び）☆ぷっこクラブ（運動遊び）
全員そろっての豆まき会。自分で作ったお面と豆
入れを持って、赤鬼、青鬼を退治しました。

親子で体を使ったふれあい遊びを、運動教室の先
生に教えていただきました。

保護者の交流とストレス解消を目的にバドミント
ンやミニバレーで体を動かしました。

☆スポーツ DAY☆スポーツ DAY
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★町内会に加入しましょう★

　町内会は、住民みんなで協力して地域をより快適

で住みやすくするための活動をしています。お祭り

やゴミステーションの清掃、防災活動、そして子ど

もたちや高齢者のサポートまで、暮らしのあらゆる

場面で関わっています。

　町内会に参加することで 温かい人間関係が築け

たり、 地域の課題をみんなで解決できます。

　地域の絆をさらに深め、より良いまちづくりにつ

ながります！ぜひ町内会に加わってみませんか？

問い合わせ先：企画課広報統計係　☎ 52 － 2115

町ホームページで求人情報を掲載しています

　町では、町職員（建築士）や会計年度任用職員をはじめ、さまざまな求人情報を町民の皆さま
や移住希望者へ向けて町ホームページで紹介しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとに掲載していますので、お仕事をお探しの方はぜひご確
認ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞３．お仕事
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ごみの出し方についてのお願い

　町役場では、ごみの収集を分別ごみごとに曜日を決めて収集しています。

　最近収集をしている中でごみ収集日を守られていない事例が散見しております。

　融雪期を迎えて、クマなどの野生動物にごみを荒らされることが考えられます。

　被害を未然に防ぐため、必ず指定された日の朝にごみステーションへ出してく

　ださい。

問い合わせ先：建設課環境衛生係　☎ 52 － 2179

　ごみステーションは町と町民の方との共有施設です。

ＳＴＯＰ !! ごみの早出し !!
～　皆様のご協力をお願いします　～

よ
ろしくお願いしま

す

https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/migration-info/#section3



